	ばね製造業


生産高は、40万トンの生産量から増加しているものの、今年に入りまだら模様の傾向にある。受注単価は横ばい傾向にあり、各種コストが増大しているものの、収益面は確保できている。
設備投資は、更新投資が中心で、雇用面には明るい兆しが見られる。今後については、各社は自社の戦略に基づき、海外に目を向ける等の事業展開を意図している。
製品の特徴と業界概要　

ばねは、金属、ゴム、プラスチック等の材料が持っている弾性を、有効に利用できる形に作られたもので、力を受けて変形した後、その力が除かれた時に元の形に戻る性質を有する機械要素を総称するものである。
ばねは、その形状から、コイルばね（つる巻き状に巻いたばね）、板ばね、トーションバー（ねじりを利用する棒状のばね）、線ばねなどに分類される。
ばねは、幾つかの機能を有することから、その用途は多様である。荷重に対してたわむ性質を利用して、ばね秤の質量の表示に用いられたり、自動車のクラッチにおいてペダルの踏力の調整をはかったりするのに用いられる。また、エネルギーを蓄積する機能を活用し、時計や玩具のぜんまいとしてエネルギーを蓄えた後、それが放出される力を利用して、それらを動かすのに使用されている。さらに、振動や衝撃を緩和する機能の活用によって、振動が建物や外の機械に伝わるのを少なくしたり、車両の懸架ばねのように路面から伝わる衝撃を緩和したりするのにも用いられる。
今回取り上げる金属ばねは、製造方法から熱間成形ばねと冷間成形ばねに分類される。熱間成形ばねは、素材を高温に加熱し赤熱された状態で成形されたばねであり、大型のばねに利用される。工程に大型設備を必要とすることから、比較的大規模な企業によって製造され、製品のほとんどが自動車向けである。一方、冷間成形ばねは、素材を常温で成形するばねであり、小型のばねのほとんどはこの方法で成形される。主として中小規模の企業によって製造され、電気・電子機器をはじめ幅広い分野で利用されている。
大阪の特徴

2017年における大阪府のばね製造業（金属製スプリング製造業）は、事業所数74、従業者数1,237人、製造品出荷額等178億613万円である（経済産業省『工業統計表（産業細分類別統計表）』、従業者４人以上）。全国に占めるシェアはそれぞれ14.2％（全国第２位）、5.7％（同第4位）、3.1％（同第10位）であり、大阪府では、小規模な事業所が多いことが特徴である。
大阪府内事業所の需要先は家電製品向けだけでなく、産業機械向け、自動車向けなど幅広い。
生産はまだら模様
全国のばねの生産は、2016年までは、対前年を下回っていたが、その後は増加傾向に転じていた。この要因としては、大口の需要家である自動車業界の影響ではないか、という声があった。

2019年7-9月期の状況については、各社、状況が様々である。自動車部品では、輸出相手国の事情で需要が減少し、低調とする声も聞かれたが、同じ自動車部品でも好調であるとする事例もあった。エネルギー関係の部品でも好調、不調に意見が分かれている。
家電部品の駆け込み需要に引っ張られる形で、自社のばねが好調としている例もあった。このように納品先等の事情により、受注の状況は異なったものになっている。
収益は確保
受注単価は低下しているとの声もあったが、多くの企業では横ばいとなっている。ただ、運賃や鋼材価格が上昇しているという指摘の他、表面処理等外注加工費のコストがアップしている企業も見られた。また、人件費もアップしており、これらの要因から、コスト上昇分の一部をユーザーに転嫁している事例もあった。
多くの企業では、収益は確保できているという声が聞かれた。ただ、収益の確保は各社の努力による部分も大きく、エネルギーコストの徹底した管理や社外での各種付き合いをやめて費用を節約するケースが見られた。
設備投資は更新投資が中心
機器類の設備投資をしていないという声もあったが、ほとんど企業では、設備の更新投資を中心に実施している。能力増強ではなく、更新投資に留まる理由は、生産性を向上させるために旧式の機械は処分し、新型の機械は入れ替えるが、償却できるまでの受注が確保できるかの見通しが不透明であるためである。実際、企業ヒアリングでも、自社で大きな設備投資はせず、外注を活用している企業も見られた。
いわゆるものづくり補助金を原資に、設備投資を行っているケースも見られた。
不足気味の雇用状況
多くの企業においては、人手が不足しているとの声が聞かれた。そのため、多忙時は、外注を活用して業務を処理する例や他のラインの人員が別のラインの応援に向かうケースも見られた。
過剰としているケースでは、意図的に若年の求職者を確保できるうちに採用し、円滑な技能継承の一助にするためとしていた。
ほとんどの企業では、定期昇給と今夏のボーナスは支給したとしており、雇用される側の状況は好転している。
働き方改革への取り組み
労働力人口の減少を受けて、長時間労働の是正と多様で柔軟な働き方の実現に向けた働き方改革においても、各社は様々な取り組みを実現している。
ある企業では、有給休暇取得に努めて、２ヵ月間休暇を取得していない場合は、企業の代表者が声をかけるようにしている。別のケースでは、半日休暇を導入し、休暇取得をしやすい環境整備に努めている。
また、夏場は工場内が暑く、人員の体力消耗が激しいため、気温の高い時に作業時間が長くならないように、サマータームを導入し、労働時間を２時間前倒し、作業能率を下げず、所定時間内に作業を終了させるように取り組んでいる例もあった。
米中貿易摩擦の影響

今年は、米中貿易摩擦の問題が多く取り上げられた。今回のヒアリングでも、中国向けの生産の動きが鈍く、また量も減っているとの声が複数聞かれた。これは、摩擦により、中国での投資が冷え込むため、中国の工場で用いられる産業機械に搭載されるばねが不振になるためである。
このように、ヒアリングではマイナスの影響を指摘する企業が多く見られた。

今後の見通し
今後に関しては、自動車の構造変化等を受けて、ばね需要そのものが減少するのではないか、とする意見が大勢を占めた。
そのため、各社にとって、自社の強みを活かした新分野への進出など、独自の展望に基づいて企業活動を展開することが重要になっている。
ある企業は、商社とともに外国を視察し、海外向けのホームページを作成し、海外需要の獲得を目指している。ＴＰＰ11での関税引き下げにより、海外への部品輸出がしやすくなることを期待していることからの企業行動である。
そして、同業者に資材供給をするだけでなく、製品も供給するという仲間取引を推進しているケースや、現在ある商品を他の業界に売り込むことを計画している事例もあった。
また、市の異業種交流会に参加したり、現在他の部品が用いられるところをばねに切り替える提案を行うというケースも見られた。
このように、各社は生き残りを模索して様々な対応を行っている。
（山本　桂宏）
※前回の調査時期は、2016年7～9月期
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前年同月

比（％）

前年同月

比（％）

2014年 430,756 3.8 308,152 2.1

15年 420,420 -2.4 311,352 1.0

16年 412,308 -1.9 301,549 -3.1

17年 427,998 3.8 316,764 5.0

18年 433,612 1.3 338,622 6.9

2019年1月 34,604 3.1 25,816 1.9

2月 36,974 2.6 27,904 2.4

3月 38,170 -1.7 28,136 -6.3

4月 36,339 -0.9 27,584 -4.7

5月 35,046 1.9 26,437 -3.7

6月

35,119

-5.1

26,632

-8.7

7月

39,377

5.6

29,437

0.8

8月

30,426

-5.7

23,622

-7.8
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（注）従業者30名以上の事業所
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